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秋
田
県
条
例
第
二
十
六
号

公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
秋
田
県
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
場
所
の
配
置
の
基
準
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
公
衆
浴
場
（
同
時
に
多
数
人
を
入
浴
さ
せ
る
公
衆
浴
場
で
あ
つ
て
、
そ
の
利
用
の
目
的
及
び
形
態
が
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お

い
て
保
健
衛
生
上
必
要
な
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
の
場
所
の
配
置
の
基
準
は
、
新
た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
一
般
公
衆
浴
場
の
設
置
の

場
所
が
既
設
の
一
般
公
衆
浴
場
か
ら
直
線
に
よ
る
距
離
で
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
、
予
想
さ
れ
る
利

用
者
の
数
、
人
口
密
度
、
土
地
の
状
況
そ
の
他
特
別
の
事
情
を
考
慮
し
、
公
衆
衛
生
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
一
般
公
衆
浴
場
の
衛
生
措
置
等
の
基
準
）

第
三
条

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
浴
場
業
を
営
む
者
が
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
の
換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
及
び
清
潔
そ
の
他
入
浴
者
の

衛
生
及
び
風
紀
に
必
要
な
措
置
（
次
条
に
お
い
て
「
衛
生
措
置
等
」
と
い
う
。
）
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

脱
衣
室
及
び
浴
室
に
は
、
換
気
及
び
採
光
の
た
め
の
適
当
な
窓
そ
の
他
の
開
口
部
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二

浴
室
に
は
、
湯
気
抜
き
の
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

三

脱
衣
室
及
び
浴
室
は
、
十
分
な
照
度
を
保
つ
こ
と
。

四

脱
衣
室
の
床
面
積
は
、
入
浴
者
数
に
応
じ
た
適
正
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。

五

浴
室
に
は
、
入
浴
者
数
に
応
じ
た
適
当
な
数
の
上
が
り
用
湯
栓
及
び
上
が
り
用
水
栓
又
は
湯
及
び
水
の
出
る
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設
け
、
湯
及
び
水
を
十
分
に
供
給
す
る
こ

と
。

六

浴
室
の
床
に
は
、
耐
水
性
の
材
料
を
用
い
、
汚
水
が
停
滞
し
な
い
よ
う
適
当
な
勾
配
を
設
け
る
こ
と
。

七

蒸
気
又
は
熱
気
を
利
用
し
て
入
浴
す
る
た
め
の
室
又
は
設
備
（
次
条
に
お
い
て
「
サ
ウ
ナ
室
又
は
サ
ウ
ナ
設
備
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
温
度
計
及
び
温
度
調

節
器
を
備
え
る
こ
と
。

八

浴
槽
の
床
面
積
は
、
入
浴
者
数
に
応
じ
た
適
正
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。

九

洗
い
場
の
床
面
積
は
、
入
浴
者
数
に
応
じ
た
適
正
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。
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十

浴
槽
に
は
、
耐
水
性
の
材
料
を
用
い
、
汚
水
が
流
入
し
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一

供
給
す
る
湯
及
び
水
の
水
質
は
、
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二

浴
槽
内
の
湯
又
は
水
は
、
毎
日
（
浴
槽
内
の
湯
又
は
水
を
循
環
さ
せ
、
ろ
過
す
る
設
備
（
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
に
お
い
て
「
循
環
ろ
過
設
備
」
と
い
う
。
）
を
利
用

し
て
当
該
湯
又
は
水
を
、
二
十
四
時
間
以
上
に
わ
た
り
、
全
て
取
り
替
え
る
こ
と
な
く
使
用
す
る
方
式
の
浴
槽
（
次
号
及
び
第
二
十
号
に
お
い
て
「
連
日
使
用
型
循
環
浴
槽
」

と
い
う
。
）
内
の
湯
又
は
水
に
あ
つ
て
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
）
取
り
替
え
、
特
に
汚
染
し
た
と
き
は
そ
の
都
度
取
り
替
え
る
こ
と
。

十
三

空
気
を
利
用
し
て
浴
槽
内
の
湯
又
は
水
に
気
泡
を
発
生
さ
せ
る
設
備
（
次
号
に
お
い
て
「
気
泡
発
生
設
備
」
と
い
う
。
）
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
そ
の
他
空
気
中
に
多
数
の
液

体
の
微
粒
子
を
発
生
さ
せ
る
設
備
に
は
、
連
日
使
用
型
循
環
浴
槽
内
の
湯
又
は
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

十
四

気
泡
発
生
設
備
の
空
気
取
入
口
か
ら
土
ほ
こ
り
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

十
五

循
環
ろ
過
設
備
の
循
環
経
路
に
、
毛
髪
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
去
す
る
設
備
（
第
十
七
号
に
お
い
て
「
集
毛
器
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

十
六

循
環
ろ
過
設
備
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
清
掃
し
、
及
び
消
毒
す
る
こ
と
。

十
七

集
毛
器
は
、
毎
日
清
掃
し
、
及
び
消
毒
す
る
こ
と
。

十
八

水
位
計
配
管
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
清
掃
し
、
及
び
消
毒
す
る
こ
と
。

十
九

脱
衣
室
、
浴
室
、
便
所
、
浴
槽
、
洗
い
お
け
、
腰
掛
け
そ
の
他
入
浴
者
が
利
用
す
る
設
備
は
、
毎
日
清
掃
す
る
と
と
も
に
、
一
月
に
一
回
以
上
消
毒
し
、
常
に
清
潔
を
保

つ
こ
と
。

二
十

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
日
使
用
型
循
環
浴
槽
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
清
掃
し
、
及
び
消
毒
す
る
こ
と
。

二
十
一

シ
ャ
ワ
ー
設
備
は
、
六
月
に
一
回
以
上
点
検
す
る
と
と
も
に
、
一
年
に
一
回
以
上
洗
浄
し
、
及
び
消
毒
す
る
こ
と
。

二
十
二

ろ
過
器
及
び
消
毒
装
置
は
、
浴
槽
に
湯
又
は
水
が
あ
る
と
き
は
、
常
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
。

二
十
三

入
浴
者
の
衣
類
、
携
帯
品
及
び
履
物
を
入
れ
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
四

男
女
用
に
区
別
し
た
入
浴
者
用
便
所
を
設
け
、
石
け
ん
、
消
毒
液
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
備
え
置
い
た
流
水
式
の
手
洗
い
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

二
十
五

入
浴
者
の
出
入
口
、
脱
衣
室
及
び
浴
室
は
、
男
女
用
に
区
別
し
、
相
互
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
十
六

脱
衣
室
及
び
浴
室
は
、
公
衆
浴
場
の
外
部
か
ら
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
十
七

七
歳
以
上
の
男
女
を
混
浴
さ
せ
な
い
こ
と
。

（
そ
の
他
の
公
衆
浴
場
の
衛
生
措
置
等
の
基
準
）
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第
四
条

一
般
公
衆
浴
場
以
外
の
公
衆
浴
場
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
公
衆
浴
場
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
六
項
第
一
号
に
該
当
す
る
営
業
に
係
る
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
の
衛
生
措
置
等
の
基
準
は
、
前
条
第
二
号
、
第
三
号
、

第
七
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

個
室
に
は
、
換
気
の
た
め
の
適
当
な
窓
そ
の
他
の
開
口
部
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二

個
室
に
は
、
浴
槽
を
設
け
る
こ
と
。

三

個
室
に
は
、
上
が
り
用
湯
栓
及
び
上
が
り
用
水
栓
又
は
湯
及
び
水
の
出
る
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

四

個
室
の
床
面
積
は
、
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

五

個
室
の
出
入
口
は
、
幅
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

六

個
室
に
は
、
通
路
か
ら
個
室
の
内
部
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な
位
置
に
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
透
明
ガ
ラ
ス
窓
を
設
け
る
こ
と
。

七

前
号
の
透
明
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
の
個
室
の
内
部
の
見
通
し
を
遮
ら
な
い
こ
と
。

八

待
合
室
及
び
従
業
員
の
更
衣
室
を
設
け
る
こ
と
。

九

浴
槽
の
湯
は
、
使
用
の
都
度
取
り
替
え
る
こ
と
。

十

タ
オ
ル
類
は
、
常
に
清
潔
を
保
ち
、
入
浴
者
一
人
ご
と
に
取
り
替
え
る
こ
と
。

十
一

従
業
員
に
常
に
清
潔
な
作
業
衣
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

十
二

個
室
に
は
、
施
錠
し
な
い
こ
と
。

十
三

風
紀
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
文
書
、
絵
画
、
写
真
等
を
置
き
、
掲
げ
、
又
は
設
け
な
い
こ
と
。

十
四

従
業
員
に
風
紀
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

２

そ
の
他
の
公
衆
浴
場
の
う
ち
、
前
項
に
定
め
る
基
準
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
で
主
と
し
て
サ
ウ
ナ
室
又
は
サ
ウ
ナ
設
備
を
利
用
さ
せ
る
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
の
衛
生
措
置
等

の
基
準
は
、
前
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
の
規
定
（
浴
室
に
浴
槽
を
設
け
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
十
二
号
か
ら
第

十
八
号
ま
で
、
同
条
第
十
九
号
（
浴
槽
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
の
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
前
項
第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号
及

び
第
十
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

浴
室
に
は
、
換
気
の
た
め
の
適
当
な
窓
そ
の
他
の
開
口
部
、
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二

浴
室
の
床
面
積
は
、
入
浴
者
数
に
応
じ
た
適
正
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。
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三

浴
室
に
は
、
上
が
り
用
湯
栓
若
し
く
は
上
が
り
用
水
栓
又
は
湯
若
し
く
は
水
の
出
る
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

３

そ
の
他
の
公
衆
浴
場
の
う
ち
、
前
二
項
に
定
め
る
基
準
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
の
衛
生
措
置
等
の
基
準
は
、
前
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
に
定
め
る
基
準
に
係
る
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
当
該
公
衆
浴
場
の
利
用
形
態
等
を
考
慮
し
、
衛
生
上
及
び
風
紀
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
基

準
の
一
部
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
中
「
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
」
を
「
常
時
豊
富
に
浴
用
に
供
し
得
る
温
泉
を
利
用
す
る
」
に
、
「
浴
場
」
を
「
公
衆
浴
場
」
に
、
「
第
三
条
第
三
号
、
第
七
号
か
ら
第

九
号
ま
で
、
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
四
号
」
を
「
第
三
条
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
及
び
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


